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令和５年４月２７日 

住 宅 局 住 宅 総 合 整 備 課 

令和５年度 空き家対策モデル事業の募集を開始します！ 

１．事業概要 

① ソフト提案部門 

 次に掲げる３つのテーマのいずれかに該当する取組として、調査検討、普及啓発、事業

スキーム構築など空き家対策に関するソフト的な取組を評価・支援する部門です。 

以下の３つの『募集テーマ』と『提案の区分』が設けられています。 

＜募集テーマ＞ 

テーマ１ 空き家に関する相談対応の充実や空き家の発生抑制に資する官民連携体制の構築等 

テーマ２ 空き家等に関連するスタートアップなど新たなビジネスモデルの構築等 

テーマ３ 新たなライフスタイルや居住ニーズに対応した空き家の活用等 

  ＜提案の区分＞ 

ソフト型  

・ 空き家の活用・除却等に係る調査検討（現地調査、ワークショップ、企画等） 

・ 官民連携による相談体制の整備や普及啓発活動 

・ 空き家対策に関連するビジネスモデルの構築等 

ソフト・ハード一体型  

・ ビジネスモデル、事業スキームやシステムの構築と併せて行う空き家の改修工事等 

・ 空き家の活用（改修、除却等）に係る実践型ワークショップの実施 

・ 個別の空き家の活用方法等について、まちづくりの観点から地域で検討し、その結果を踏まえ改修工事

等を実施する場合 

② ハード提案部門 

   空き家の改修工事や除却工事などの技術や工法、施工プロセス等について評価・支援す

る部門です。 

２．事業主体 地方公共団体（① ソフト提案部門 テーマ１ ソフト型のみ）、 

ＮＰＯ、民間事業者、地方住宅供給公社等 

３．応募締切 令和５年６月２日（金）正午 評価事務局宛て（メール必着） 

        （採択予定時期：７月中旬） 

※ 募集の詳細については別添の「募集要領」をご覧ください。 

なお、「募集要領」は、評価事務局ＨＰ（以下のURL）にも掲載されています。 

ＮＰＯや民間事業者等の創意工夫によるモデル性の高い空き家の活用等に係る

調査・検討等や改修・除却工事等に対して支援する「空き家対策モデル事業」に

ついて、本日より提案の募集を開始します。 

＜評価事務局＞ 株式会社 価値総合研究所 

Ｈ Ｐ ： https://www.vmi.co.jp/jpn/event/001885/ 
メール ： akiya_innovation@vmi.co.jp 


